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受けていますか
２人に1人はがんになる可能性がある！？
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がんは日本人にとって身近な病気で、その予防法は多くの人の関心を集めています。
２人に１人が一生のうち一度はがんになるというデータがあります。がんと生活習慣病・環境との間には、深いかかわりあいがみとめ
られていますので、生活習慣を改善することで誰でもがん予防に取り組むことができます。

①禁煙する

③食生活を
見直す

④身体を
動かす

⑤適正体重を
維持する②節酒する

+1 感染症の
検査を受ける

吸わない人もたばこの
煙を避ける工夫を

減塩、野菜や果物をとる、熱い飲食物は冷まして
から口にするなど、工夫をするとよいでしょう

健診と検診では目的が異なるため、健康診断を受診しただけでは、がんを発見することができません。
予防法とともに大切なのが、「早期発見」「早期治療」です。
現在、日本では５つの「がん検診」が推奨されています。
「死亡リスクが下がること」が科学的に証明されている検診です。
「がん検診」は「症状のない人＝健康な人」の中から、がんの疑いのある人を分けるためのシステムです。
適切な検診を定期的に受けることで、がんで亡くなるリスクを確実に減らすことができます。

がんの主要な原因のひとつが、
「感染」です。B型・C型肝炎ウイルス、ヘリコバ
クターピロリ菌等それぞれに応じた対応をとること
で、がんを防ぐことにつながります

普段の生活の中で無理のない範囲
で、可能な限り身体を動かす時間を
増やすことが、健康につながると考
えられています

太りすぎる、やせすぎることなく、
健康全体のことを考えながら、体重
を管理するとよいでしょう

会話の「潤滑油」
として適量を

参考・出典
国立がん研究センター　がん情報サービス
「科学的根拠に基づくがん予防ガイドライン」

検診？ 健診？
検診では、ある特定の病気にかかって
いるかどうかを調べます
例：がん検診、肝炎検診　など

健診では、全体として健康である
かどうか、病気の危険因子がない
かどうかを調べます
例：特定健診、職員健診　など

へ ようこそ！！

中面もご覧ください　申し込み方法など、詳細についてご案内しております。
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（がん検診のページ）


